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福岡県内の１２月生コン出荷量（福岡県生コン工業組合） 

７年度累計、対前年度４％減の約２０１万ｍ３ 

 

 福岡県生コンクリート工業組合がまとめた７年度月別・地区別出荷実績によると、１２

月度は福岡県全体で前年同月比４．１％減の２３万９，１０８ｍ３。７年度累計（７年４

月－１２月）では前年度比４％減の２０１万６，２４２ｍ３となった。 

 １２月度の地区別では、「北九州地区」は前年度比４．８％減の５万４，７３４ｍ３、「飯

塚地区」同１０．４％増の１万２，６０９ｍ３、「田川地区」同２３．５％減の７，６９９

ｍ３、「福岡地区」同１．６％減の１１万５，５７３ｍ３、「両筑地区」同３４．９％減の

１万４，７３４ｍ３、「筑後地区」同１１．４％増の３万３，７５９ｍ３で、飯塚地区、筑

後地区が順調に推移している。 

 ７年度累計でみると、「北九州地区」は前年度比３．７％増の４７万５，０３０ｍ３、「飯

塚地区」同１１．１％増の９万７，４４７ｍ３、「田川地区」同３０．８％減の５万６，９

７１ｍ３、「福岡地区」同９％減の１００万６，２８４ｍ３、「両筑地区」同２．４％減の

１２万３，２９９ｍ３、「筑後地区」同７．３％増の２５万７，２１１ｍ３で、北九州地区、

飯塚地区、筑後地区が順調に伸びている。 

 官・民別の１２月度は「官公需」が前年同月比１７．４％減の５万７，４４６ｍ３（構

成比２４％）、「民需」が同１％増の１８万１，６６２ｍ３（同７６％）。７年度累計では「官

公需」が前年比１０．２％減の４０万３４０ｍ３（同２０％）、「民需」が同２．３％減の

１６１万５，９０２ｍ３（同８０％）となっている。 


